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「盆踊り唄」の組曲的構成（I）
黒 坂 　 富 治
Suite Forms of the Bon Festival Dance's Epics(I) 
by 
Tomiji Kurosaka
　盆踊りは，かなり長い時間をかけて行われる。それで，それらの盆踊りに合わせてうたわれる
踊り唄は，長篇で且つ踊りの変化にマッチするよう，いくつかの唄が組み合わされるのが通例で
ある。また盆踊りを主導する音頭は，踊りの時間が長いから，音頭取りたちが交替してうたい継
がねばならない。従って多人数の音頭取りを必要とする。勢おい同じ盆踊り唄でも，音頭取りが
違うことによって，そのうたい振りや表現に微妙な差違が見えるのである。
　わが国において，いくつかの踊りや唄が組み合わされる例は，琉球の「組踊り」や「三味線組
唄」「箏組唄」を挙げることが出来るが，盆踊り唄の組み合わせとは，かなりの違いが見られる。
民俗芸能としての踊りに密着する歌謡である点が特異なのであり，むしろ西洋音楽の「組曲」に
近似する向きが見える。
　私が昭和48年8月に採録し，その後採譜した富山県上新川郡大山町の盆踊り唄の一式は，研究
に値する好い資料と思われる。それらをうたった「南部音頭会」は，老若男女の音頭取りを擁し，
相互研修を経た上で，要請により各地区地域の盆踊りに派遣されるので，それらの地区地域には，
他の地区地域とは多少違った「盆踊り唄」が，形成され定着することになる。西洋音楽史に書か
れている，「楽派」のようなものが形成されることになる。以下の①「サッサ」，②「えんやら」，
③「加賀崎（川崎）」，④「ガラテン（ガッテノカンヤ）」，⑤「しんじょう（心中）」，⑥「あ
　　　　　　　　　　　　　　やめや」，⑦「おわら」，⑧「木遣り」，8種の唄を挙げて観察し，西洋音楽における「組曲」と
の比較的考察を試みたい。
①　サ ツ サ
　音頭取り4人によって「忠臣蔵七段目」「目蓮尊者地獄巡り」や，　「阿波鳴門巡礼くどき」の
一部分が断片的にうたわれる。難子は「ハリャヨーイヤサッサイ」と「エンサーカサーカサッナ
イ」で，この離子の「サッサイ」が特長になっているので「サッサ」と通称されている。曲風詞
章ともに古く，古典的盆踊り唄とされるであろう。
で’サイヤーハーノサーイ　ヨーイヤサー
　イ　（サイヤーハーノサーイ　ヨーイ
　ヤサL・一一一イ）　さ一ても　そのせじゃ
　コーリャソーリャイドエボーン
　ナィ　（ハリャ　ヨーイヤ　サッサイ）
（ハイナー　ハイノー　どなた様にも
　ドージャイナ　（ハ　ヤットコ　ショッ
　ト）　昼間のワ　お疲れもおいといなく
　も　ようこそお出でを　（ハ　ヤットコ
　ショット）　下されて　まことにもって
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　のヤ　コリャ
　ボーンナイ
　サイ）
ζアイナーハイノv・・一　いや何じゃいな
　おかしゃんせ　あたり見廻す　（ハ
　　　　　　　　　　　　　　　　つり　ヤットコ　ショット）　由良之助　釣
　ざうろう　　　　　　　　　　　　　　　　　よみ　　　　　　ながふみ
灯籠のあかりをてらす　読（の）長文
　　　　　　　　　　　　　　　　　み　をば　（ハ　ヤットコ　ショット）　御
　だい台より　サランバ　そのせ一じゃ　ハ
　コーリャイド　エエ　ボーンナーイ
　（ハリセ　ヨ・・一一イヤ　サッサイ）
ソーリャイド　エエ
（ハリャ　ヨーイヤ　サッ
　　　　　　　　　かだき　　　　　こまごまξ／アイナーハイノー　敵の様子細々と
　　　　　あご　女の文の後や先　（ハヤットコ　ショ
　ット）　参らせ候ではかどらぬ　よそ
　の恋よと　（ハ　ヤットコ　ショット）
　　　　　　　　　　　　　　おろ　うらやましいは　お軽が上より見下せ
　　　よ　めどお　ど　夜目遠目なる　（ハ　ヤットゴ
　　　　　　じつしよう　ショット）　字性もおぼろ　思いつい
　　　の　　　　　　　いだたる伸べ鏡　出して写して　（ハ　ヤ
　ットコ　ショット）　読みとる文章
　しだいえ
下家より九太夫がくりおろす　文月か
　げにコラ月かげに　（エン　サーカ
　サーカ　サッサイ）
（ハイナーハイノー　すかし読むとは
　神ならぬ　仏がかりし　（ハ　ヤット
　　　　　　　　　　かる　コ　ショット）　お軽はかんざし　ば
　ったり落とし　下に「はっ」と見上げ
　てぞ　（ハ　ヤットコ　ショット）
　サーランバ　そのせ一だ　ハハ　皆さ
　ん頼むヨーイ　（エン　サーカ　サー
　カ　サッサイ）
fハイナーハイノー　まだまだ文句は
　　　　　　　　　おんじよう　ハ読み上げたいが　音声続かぬ　（ハ
　　ヤットコ　ショット）　わたしのか
　　　　　　　　　　　　　ごせんせい　　わte　らだ　ここらあたりで　ハ御先生に渡
　いたぞい　（エン　サー一・カ　サーカ
　サッサイ）
fハイヤーハーノサーエー　ヨーンヤ
　ショーイ　（ハイヤーハーノサーエー
ヨーンヤショーイ）さてもそ
一のせじゃハーイ　コーリャエド　ア
イボーホンデーイ　（アリャ　ヨーイ
ヤ　サッサーイ）　ハイヤー　アオワ
ーイエ　続いてだんだん御苦労様工
御苦労のほどにゃ　コリャ限りゃない
　（ハ　ヤッシャカ　ショーイ）　サラ
　　　　　　　　　　　　　たよンパ　せめてヤーハ　ー同に頼んでシ
ョィ　（エン　サーカ　サーカ　サッ
サイ）ハイヤーアオワーイエ先
きの先生みたような　うまいことはコ
リャ　申し上げられんがネどなた様に
もどなたにも　（ハ　ヤットコ　ショ
イ）　サランバ　そ一のせジャーイ
ー同に頼むチョイ　（エン　サーカ
サーカ　サッサイ）　ハイヤーアオワ
　　　　てんじく　　　　　　　一イエ　天竺のあだち長者と申するに
（ハ　ヤッサカ　ショイ）　そこに
　　よまん　　　　　　くらまた四万のネ　蔵を建て　工八方には
一イ　なだめやいろのいずみわら
　　　　　　　　　　いく（ヤッサ　ショイ）　幾万本の宝物工
七万本のみちみちにちは一イ　栄華の
春をコリャ送られる　（ハ　ヤッサカ
　ショイ）　サーランバ　そ一のせジ
　　　　ねえヤ　ハハ姐ちゃんたちア上手だゾーイ
（エン　サーカ　サーカ　サッサイ）
ハンヤーイ　アオワーイエ　エ七万本
のめちめちは一イ　エ栄華の春は
ア送られる一イ　ァあの時長者アただ
に一と一イにられてワーイ　ァ北あお
　　　　　せい向き　この勢わずか五十人で　生き永
らえて　エ七十人とマまおせんなまお
（ハ　ヤッサカ　ショイ）
　こよい　今宵も知らぬアわがいのち　なんと
　　　　　　ぎおんしようじやしてマーイ　砥園精舎建立し給い　エ
　　　　　　．ざん
あんたち山のコリャ麓には　　（ハ　ヤ
ッサカ　ショイ）　○○○しめんの
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　アやだいふる　ちばしゃく一寸の　き
　んのえさは一イ　ェもりたまえじゃ一
　イ　どうほうアまた　くおんどうじょ
　うの一イ　ェ真中で　エたちみな金銀
　に　エあいつつみコリャあいつつみ
　　（ハ　ヤッシャカ　ショイ）　サラン
　バ　そ一のせジャ　アおあんさんが上
　手じゃぞ一イ　（エン　サーカ　サー
　カ　サッサイ）
で’ハンヤーイ　アオワーイエ　あいつく
　　　あや　に　綾のこうらく錦のきんじょうい
　　　　　　　　　　　　めのう　しゃくおんのよきげた　薦璃のえ一し
　　（石）イ　三十三しょの　オ玉のしず
　　　　　　じようらく　じゃ一イ　常楽がじょうのコリャふく
　かんぜいに　（ハ　ヤッサカ　ショイ）
　　サランバそのせジャーイ　ー一同に上
　手だぞ一イ　アウワーイエ　上手で長
　かけりヤソリャよいけれど　下手で長
　いの　この座の御無礼　エここらあた
　りじゃ　ハ御先生に渡すそ一イ　（エ
　ン　サーカ　サーカ　サッサイ）
で’ハンヤーイ　ハーノサーハイヨー　ホ
　イヤショーイ　　（ハンヤーイ　ハーノ
　サーバカヨー　ホイヤショイ）　さて
　若い方のヤーハーイ　コンヤーイド
　オホーボーホンデー　（ハラ　ヨーイ
　ヤ　サッサイ）　アイナーハイノー
　ハイ　コレドージャイナーイ　そもそ
　　につぼんやまピ　　　　　　　　　　　つぼざかfら　も日本大和の国は一イ　壺坂寺の　如
　　　　おん　　　　　　　　　　　　　　　お　意輪観音の一イ　コリャ　御伝記を
　コリャ御伝記を　（ハ　ヤッサカ　シ
　ョィ）　くわしくたずね　エ奉る一イ
　　どなた様にも　ホーイ　コンヤーイ
　ド　オホーボーホンデーイ　（ハーラ
　　ヨーイヤ　サッサイ）
ζアイ　ナーハイノー　ハイ御伝記を一
　イ　エくわしくたずね奉る一イ　むか
　　　　　　ごうてんじく　　　　　　　　　　　　　　　だん　しむかし劫天竺の一イコリャ檀
　ざくせん　特山と一イ　ェ申すなるコリャ申すな
富　　治
　　　る一イ　（ハ　ヤッサカ　ショイ）
　　　しゆつせい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　　　出世をなさしめ給うでゃ一イ　御仏一・
　　　体ヤーハイ　コv・一一一リャイド　オホーボ
　　　ーホンデーイ　（ハラ　ヨーイヤ　サ
　　　　ッサイ）
　　　　　　　　　　　　み　　ξ1アーナーハイノー　御仏一体おわしま
　　　　　　　　　おんな　　　　　　　きようしゆしやかむ　　　す一イ　その御名は一イ　教主釈迦牟
　　　　に　　　尼如来と一イ　申すコリャ奉る　（ハ
　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　ヤッサカ　ショイ）　多くの御弟子
　　　　エ持ち給い　およそまた　八万入と
　　　コリャ聞こえたる　（ハ　ヤッサカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　うち　　　シ・イ）　八万人の一イ　ェその中を
　　　　　　　　　　　　　　　い　　　一イ　五百人はコリャかり出だし
　　　　（ハ　ヤッサカ　ショイ）　五百羅漢
　　　とでゃ　ハーイ　コーリャイド　オホ
　　　ーボーホンデー　（ハーラ　ヨーイヤ
　　　　サッサイ）
　　fアイナーハイノー　五百羅漢の一イ
　　　ェそのうちを一イ　十六人はコリャ
　　　　よ　　　選り出だし　（ハ　ヤッサカ　ショイ）
　　　　　　おんな　　　　その御名をば一イ　十六羅漢とでゃ
　　　　ハーイ　コーリャイド　オホーボー
　　　ホンデー　（ハーラ　ヨーイヤ　サッ
　　　サイ）
　　ζアイナーハイノー　十六羅漢の一イ
　　　ェそのうちを一イ　すぐりすぐりて
　　　　　　　　　　　　　　　　　だ　　　エ七人をマーイ　かる（り）い出し一
　　　　　　　おんな　　　　　　　　　　　しちぷつ　　　イ　その御名をば一イ　ェ七仏羅漢と
　　　でゃハーイ　ゴ・一一一リャイド　ホーイボ
　　　ーホンデー　（ハーラ　ヨーイヤ　サ
　　　ッサイ）
　　（ハイナーハイノー　エすぐりにすぐり
　　　て　エ七人をば　ハイかる（り）え
　　　　（い）出し　その御名は一イ　七仏羅
　　　漢とコリャ申する一イ　（ハ　ヤッサ
　　　カ　ショイ）　コレドーデャーイ　そ
　　　の御名をば一イ　きむらぼうげん　わ
「盆踊り唄」の組曲的構成（1）
　　　　　　　あなん　　　　まかかしようしゃむら王で　阿難尊者で摩迦加葉一
　　　　　　　　　　　　　　　ふイナ（ハヤッサカショイ）布
る　なしやりまつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おん
留那舎利仏　　　　　　工目蓮は一イ　釈迦の御
弟子とコリャ言われしは　父もなけれ
ばヤーハイ　コーリャイド　オホーボ
ーホンデー　（ハーラ　ヨーイヤ　サ
ッサイ）
fアイナーハイノー　母もなし　いずく
　にこそは一イ　ェましますそ一イ　知
　　　　　　　　　　　　　た　らし下され如来さま一イ　ト強っては
　願わせ候えば　（ハ　ヤッサカ　ショ
　　　しやくそん　　　　いわ　イ）　釈尊答えて日く一イ　汝が父と
　コリャ申するは一t・いかにもせめて
　ヤーイ　コリャ御先生に渡いたじゃ一
　イ　（エン　サーカ　サーカ　サッサ
　イ）
fヤーイ　ハンサーイ　ヨーホイヤショ
　イ　（ハンヤーイ　ハーノ　サーハイ
　　　　　　　　　　　　　　　がた　　ヨーホンイヤショーイ）　若い方の
　ヤーイ　おわかしゃ上手んだぞ一イ
　（エン　サーカ　サーカ　サッサイ）
　　　　　　ざいくわ　　の　　　　　　ふうふ　　ヤーサーイ罪科は逃がれん　夫婦が
　いのち　いまさらおだらんく気はなん
　かいれ　（ハ　ヤッサカ　ショイ）
　　　ぎ　　　　　　きむらい一合盗っても武士の　家に生まれし十
　　　　　　　　　　くにつぐ　　　　　せんぎ郎兵衛殿じゃ一イ　み国次の刀の詮議
　　　　　　　　　　　　いんのち　　うそがかねない　軽いは生命じゃ一
　　　　　　　　　　　　　　　よ　イ　（ハ　ヤッサカ　ショイ）　世も’
　きら忠義　捨つる覚悟とでゃ一イ　ァ
　リャ　ヨイナーガーンダーイ　（エン
　サーカ　サーカ　サッサイ）
fハイヤー　イーヤーヘェ　もしこの事
　　あら　が顕われたなら　今まで尽せし夫が忠
　義　皆無駄ごととなるのにか　（ハ
　　　　　　　　　　　　　　あざ　ヤッサカ　ショイ）　死んだる後まで
　　　　　　　　　けが　も一イ　盗賊に名を汚すのが　口惜し
　や一イ　盗みかたるの一エ　ー同に頼
　んだぞ一イ　（エン　サーカ　サーカ
サッサイ）
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fエーヤーイヘェ　盗み語るもおん身の
　　　　　　　　　こう　無欲にせんない　天道様があわれみあ
　って　み国次の刀の詮議　そがために
　　そがために　　（ハ　ヤッサカ　ショ
　イ）　お若いエがたのヤーヘェ　アリ
　　ごうちゆう
　ヤ道中アもうちゃんでゃ一イ　（エン
　　サーカ　サ・・一一・カ　サッサイ）
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆfヤーアーハイノー 捨つるは覚悟と言
　　　　　かん　いながら　肝じんのその刀エ　（ハ
　ヤッサカ　ショイ）　行くやも知れぬ
　　コリャ　コーリャイド　ボーホンデ
　ャーイト　（ハーラ　ヨーイヤ　サッ
　サイ）　ヤーハイノー　ナンジャイナ
　　ごうちゆう
　道中アもちゃで　なんでゃかんでゃ
　ら　どちゃもちゃでゃ一イ　サランバ
　ニしめてでゃ一イ　いっしょに頼んで
　ゃぞ一イ　（エン　サーカ　サーカ
サッサイ）
　　　　　　　　　　　　　　　　あミ（ヤーハイノー　先きに出た先生の後
　　ほう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や
　の方ちょっこり　もうちょっこり遣る
　ぞい　サラバンニ　締めてでゃ一イ
fアイヤーハイエー　きむら王にわしゃ
　　　　　あなん　　　　　　　ま　か　　　しよう　　　　う　る
　むら王　阿難尊者に摩迦加葉に　布留
　な　　　しやりほつ　　　　　　　　　　いち　　　　み
　那，舎利弗，目蓮は　一のマ御弟子と
　呼ばれたり一イ　ここにあわれをとど
　めしは　（ハ　ヤッサカ　ショイ）
　日蓮尊者にとどめたり一イ　連れ友達
　は見ますれば　父もあれば母もある
　　　み　　　　　　　　　ゆ我も御弟子とマ言いながら　父も無け
れば母も無いし　（ハ　ヤッサカ　シ
　ョイ）　いずくにこそはヤーイ　アリ
　ャましますそ一イ　（エン　サーヵ
　サーカ　サッサイ）
ζアイヤーハィーエ　ましますそ一エ
　　　　　　　　　　　　ナこ　聞かせ賜わり　如来さまと強って願わ
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　　　　　　　　のだまわせ候えば　釈尊答日くエ　汝の父と申
　　　　　　　ようぽんするは　名をば用飯大王と申すなるイ
　いせい　　　おお　　みかご
　威勢の大マ帝で　（ハ　ヤッサカ
　　　　　　　　　　　　　　　くようシ。イ）　ありし故神や仏に御供養
ある　高き処に堂建てて　貧なる者に
しよく
職与え　寒きエー者をば　（ハ　ヤッ
サカ　ショイ）　見る時には　着物は
着せてなんぼか救わせ給いける　（ハ
　ヤッサカ　ショイ）　慈悲第一のマ
ーエ　ァリャ大王もエ　（エン　サー
カ　サーカ　サッサイ）
fハイヤーアーハイノー
　のことなれば一エ
　なりて
　を離れて末の世はエ
　　　　　　　　　　さいほう　ショイ）
しやば
沙婆のならい
　　　いつき　　　　　四十九才が一期と
遂に空しくなり給うエ　沙婆
　　　　　　（ハ　ヤッサカ
　これより西方極楽のエ
み　だ
弥陀の浄土がヤーエ　アリャ　すみか
なんどエ　（エン　サーカ　サーカ
サッサイ）
　　　　　　　　　　こくご　　くわし　　きんがいξつ・イヤーハイー工　国土の菓子　山海
　　　　　ひやくみ　の珍味　百味のおんじきあたわりてエ
　　はす　　　　れんげ　　蓮のモ蓮華にヤーエ　アリャ乗り給
　う　（エン　サーカ　サーカ　サッサ
　イ）　サランバ　ソーノセジャーイ
　こえつ　声次ぎ頼りでゃ一イ　（エン　サーカ
　　サーカ　サッサイ）
　以上の演唱は岡本正信，砂森武，北村
政太郎，水原庄太郎の各氏である。
②　え　ん　や　ら
　この踊り唄に4種類の難子が見える。「ナーンジャイ　サーンジャイ」　「ヨイヤサー　エンヤ
ラ　ヨーイヤラダーイ」「ソーレヨィト」「ヤーラサ　ドッコイショイ」である。これらのうち
ひピ　　　　かん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一きわ甲高くうたわれる「ヨイヤサーエンヤラ　ヨイヤラダーイ」が，この音頭の特長を示して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる。このハヤシの「エンヤラ」が，この盆踊り唄の名になっていることは，近隣の地域と共通
している。5人の音頭取りがうたい継いでいて，同様の詞章が繰りかえされている。内容は地獄
の断片的描写が多く，曲想は明るく活気があり，盆踊り唄としては古典曲である。
fコーリャ　コンヤートサーナイ　ゴホ
　ンジョジャーイ　　（ナーンジャイ　サ
　ーンジャーイ）　ハリャ　ナーンダー
　イ　サーバの声がする　ハリャ　わし
　　　　　　　や　や　チョイト遣ろうかいのイ　（ヨイ
　ヤサー　エンヤラ　ヨイヤラダーイ）
　　ヤーハハァーンハーンエー　かく
　　　　のち　てその後　地獄地獄はなけれども
　　　　　　　　　　　　じんこうしゆら　（ソーレヨイ）　とりわけ人道修羅道
　　　が　き　に　餓飢畜生道　こんや地獄に鍛治地
　獄　（ヤーラサ　ドッコイショーイ）
　　　　　　　　　　　むけん　ハイ　ナンジャイナ　無間地獄に　み
　ねつ血の池　とたて地獄となりました
　　（ソーレヨイト）　とたて地獄の苦
しみは　（ヤーラサ　ドッコイショイ）
　　　　　　　　　　こうそう　ハリャ　天にはネ　高層の網を張り
　　　らんぐい　　けん　地に乱杭の剣を打ち　四方四面と申
するはイ　（ソーレヨイ）　どなた様
もコリャ先生方イの　（ヤーラサ
ドッコイショ）　ハリャ　ヨイカノヤ
　コリャ御先生に渡すそイ　（ヨイヤ
サー　エンヤラ　ヨイヤラデャーイ）
ζアリャ　コーエトサーナイ　ゴホンジ
　ョダーイ　（ナーンジャイ　サーンジ
　ャイ）　アリャ　ナンデモ　サーバノ
　　ヨーイーカ　ゴリャー同に頼ったゾ
　ーイ　（ヨイヤサー　エンヤラ　ヨイ
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ヤラダーイ）　ハイナーハイヘェー
　　　　　あだここに尊き仇討ち話エ　国はどこよと
　　　　　　　　　　　　あだち　　はら尋ねて聞けばエ　国は奥州の安達が原
　　ひt’や　　　　　　　　　ひぎ　　　や
に　人家はなれて一つ家がござる　こ
　ほう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あだちの方や血筋もその名も高き　安達太郎
とて優秀な武士よ　（ソーレヨィ）
そこしの（忍）み　ハそこしのみ　ハ
　わけ一訳ある故に　屋敷はなされ逃げ行く
先はエ　てんりゅうざんにて　こしす
　　　　　　　　ふの谷ヨ　そこで身伏くしのみ　エー訳
ある故に　屋敷はなされ逃げゆく先は
　　　　　ざん　天りゅう山にで　こしつの谷で　こ
こに身ふくしのみ　ハ訳ある故に　屋
敷はなされ逃げゆく先は　どなた様も
コリャ先生方ヨ　（ヤ・・一一一ラサ　ドッコ
イショー）　アリャ　ヨイカイナーエ
ー　コリャその調子頼ったぞ一イ　（
ヨイヤサー　エンヤラ　ヨイヤラダー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ）　ハイナーハイーヘェ　娘おまつ
　　　　　　　　　　　きじんはネ　極悪者で　鬼の娘に鬼神とやら
　　　つぼみ　　　　　　　　　　　　　　　　　だざ
　花も蕾の十七，八で　これを讐えて
　　　　　　　お　　　　　　　こまつ申そうならば　小野のネ小町かネ　ハ
てるての姫かイ　顔は桜その肌雪よ
そなたマ　コリャ先生方ヨィ　（ヤー
ラサ　ドッコイショー）　ハイナーハ
イーヘェ　顔は桜のその肌雪よイ　音
　　　　いちりきに聞こえし一力屋とて　どなた様もコ
リャ先生方ヨ　（ヤーラサ　ドッコイ
ショー）　アリャ　ヨイカイナーエ
　　　ここうしゆコリャ御後主に渡すそイ　（ヨイヤサ
ー　エンヤラ　ヨイヤラダーイ）
ζコリャ　コンヤトサーナーイ　ゴホン
　ジョダーイ　（ナンジャイ　サーンジ
　ャイ）　ハリャ　ナーンダイ　サーバ
　　　　　　　　　　　　　　がだ　一ノ　ヨイカイナー　サー若い方頼ん
　まぞ一イ　（イヤサー　エンヤラ　ヨ
　イヤラダーイ）　アイナーハイ　ハイ
　エー　くろがねの扉も　ちょっと打つ
　　　　なか　　その中なかへと罪人を　ソリャ追い
　込んで　四つの扉を打つ時は　（ソー
レヨイ）　ハこだまも響くコリャ如く
なる　（ヤーラサ　ドッコイショー）
　　　　　　　　　　　がだハリャ　ヨイカノサー若い方上手んだ
ぞ一イ　（イヤサー　エンヤラ　ヨー
イヤラダーイ）　ハイナーハーハーエ
ー　あまた罪人引き寄せて　この橋渡
り　向うの岸へと着くならば　直ぐに
浄土へととげてやろ　（ヤーラサ　ド
ッコイショーイ）　ハイナーハーハー
　　　　　　　　　せつエー@あまり責めるが切なさに　この
橋渡り向うの岸へと着くならば直ぐ
に浄土へととげてやろ　（ヤーラサ
ドッコイショー）　ハリャ　ヨイカノ
サー踊り子が上手んだぞ一イ　（イヤ
サー　エンヤラ　ヨーイヤラダーイ）
　ハイナーハーハーエー　あまり責め
るが切なさに　この橋渡り向うの岸へ
と着く時は　（ソーレヨイ）　直ぐに
浄土へとげてやろ　（ヤーラサ　ドッ
コイショー）　ハイナーハーハーエー
　ハ渡ろとすれば橋は細くて我が身は
　　　s重し　真ん中ほどよりぽっきと切れて
　工我が身は悪土へと沈むなり　（ヤ
ーラサ　ドッコイショ）　アイナーハ
　　　　　　たけ　　ひt’
一ハーエー @竹と等しき黒髪は　ただ
浮き草のコリャ如くなり　どなた様も
コリャ先生方イナ　（ヤーラサ　ドッ
コイショ）　ハリャ　ヨイカノサー御
先生に頼むぞ一イ　（イヤサー　エン
ヤラ　ヨイヤラダーイ）
ξ！コリャ　コンヤトサーナーイ　ゴーホ
　ンジョダーイ　（ナーンジャイサーン
　ジャイ）　ハリャナンジャイサーバノ
　　コエカイナハリャ　わしゃチョイ
　ト貰うたぞ一イ　（イヤサー　エンヤ
　ラ　ヨーイヤラダーイ）　ハイナーア
　　　　　　　　　　のち　一ハーイ　かくてその後　地嶽地嶽は
　　　　　　　　いつ　多けれどエ　ハイー百三十六地嶽　ど
　れにおろかは無けれども　（ソーレヨ
　イト）　とりわけ人道　修羅道に餓飢
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畜生道　こんや地嶽に鍛治地嶽　　（イ
ヤーラサ　ドッコイショイ）　ハイ
　　　　　　　　　けんナンジャイナー　無間地嶽にみねつち
の池　とたて地嶽となりましたエ　と
たて地嶽の苦しみは　（ヤーリャサ
ドッコイショーイ）　ハイ　ナンジャ
イナ　天にはネ高層の網を張り　工地
には乱杭の剣を打ち　四方四面と申す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■るはイ　どなた様もハイカラ方ヨイ
（ヤーリャサ　ドッコイショーイ）
ハリャ　ヨイカノヤィ　ハリャあんち
ゃん達ア上手だノーイ　（イヤサー
エンヤラ　ヨーイヤラダーイ）　ハイ
ナーアーアーハイ　ハくろがねの　ア
扉もちょうと打つ　その中なかへと罪
人を　ハ　ソリャ追いこんで四つの扉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を打つ時はエ　どなた様もハイカラ方
ヨィ　（ヤーリャサ　ドッコイショイ）
　ハ　コリャ　コンヤトサーナーイゴ
ーホンジョダーイ　　（ナーンジャイ
サーンジャイ）　ハリャ　ナンジャイ
　サハーノコーエカイナハリャ
御先生に渡すそ一イ　（ヨイヤサー
エンヤラ　ヨーンヤラダーイ）
（コリャ　コンヤトサーナーイ　ゴホン
　ジョダーイ　　（ナーンジャーイ　サー
　ンジャイ）　ハリャ　ナンデモサーア
　ーノ　ヨーイカーイナ　サー皆さん頼
　むぞ一イ　（ヨイヤサー　エンヤラ
　ヨーンヤラダーイ）　ハーイナー　ア
　ーハーイわたしみたような者が高
　き所をいとわずに音頭取るとは恐れ
　　　　　　　　　　か　な　ながら　文句違いや仮名まちがいで
　t’しよ　　　　　　　　　　　　　　か
工年寄り　おばばが豆噛むように　ぼ
　　　　　　やつりぽつりと遣りますが　どなた様も
　　　　　　コリャお若い衆ア上手ん
　　　　　　　　　　　　エンヤラ
　　　　　　　　　　ハイナーアーハ
　　　あまり責めるが切なさに　渡ろ
　　　　　　橋が細くてわが身は重し
　真ん中ほどよりぽっきと切れて　わ
　　　あくごが身は悪土へ沈むなり　（ヤーラサ
ドッコイショーイ）　竹とひとしき黒
髪は　ただ浮き草の如くなり　どなた
様もコリャはいから方ヨイ　（ヤーリ
ャサ　ドッコイショーイ）　ハイ　ナ
ンジャイナー　時に鬼どもの申するに
　　　　　　ほ　この水飲み干せ　かい干せと　あま
り責めるが切なさに　飲まんとすれば
　　　かえん　水は火炎と燃えあがる　火炎とすれ
ば　水は岩とコリャ変じたり　（ヤー
リャサ　ドッコイショーイ）　ハリャ
コイカノセー　サー御先生に渡すそ一
イ　（ヨイヤサー　エンヤラ　ヨーン
ヤーラダーイ）
先生方ノイ　（ヤーリャサ　ドッコイ
ショ）　ハーイナーアーハイ　合うか
　　　　　　　　　　せん　　ひi合わぬか知らねども　千に一つ　万が
いち　　　　　　　　お
一　立派に合うたるその時は　アでっ
かい声でコリャはやされよイ　（ヤー
リャサ　ドッコイショイ）　ソリャ
ヨイカノヤ
でゃの一 （ヨイヤサー
ヨーンヤラダーイ）
一イ
うとすれば
　以上の演唱は吉田敏雄，北村政雄，
久保清正，木山良充，柳瀬春夫の五氏
によってなされた。
③　加賀崎（川崎）
　「加賀崎」の名ではあるが，県下一円に見える「川崎」と同質の踊りと唄である。特長はうた
い出しの「ヤーハ　ドージャイーナ」のメロデーを承けて文句がうたわれ，　「ヤーレーサ　ソノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さい　　かわらセーデャ」で終るうたい振りである。ここでは「塞の磧」や，「知らぬ顔尽し」などがうたわれ，
曲想は軽妙，滑稽，くすぐりのものが多い。歌詞，旋律ともに古風素朴で古典的音頭である。音
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頭取り三人でうたわれた。
　　　　　　　　　　　　　　　ひどfヤハレータ　ソノセーデ　もう一つ頼
　むぞ一イ　（ハ　アリャ　ハットサー
　　ヨーイカノショット）　ヤーハ　ド
　ージャーイーナ　これはこの世のこと
　　　　　しで　やまじ　　　　　　　 さい　ならず　死出の山路のしとのなる　塞
　　かわら　の磧の物語り　聞くにつけてもあわれ
　なり　ヤハレータ　ソノセーデもう一
　つ頼むぞ一イ　（ハ　アリャ　ハット
　サー　ヨーイカノショット）
　　　　　　　　　　　　　　　ふセfヤーハ　ドージャーイーナ　アニつや
　三つ四つや五つイ　とりに足りぬみど
　り児が　塞の磧に集まりて　（ソーレ
　ヨイ　ソーレヨイ）　ヤーハ　ドージヤ
　ーイーナ　父は恋しい母恋しいとイ
　恋し恋しと泣く声は　この世の声とは
　こと変る（ソーレヨイ　ソーレヨイ）
　　ハ　ヤーハ　　ドージャーイーナ
　　　　ほねみ　　　　　さ　悲しさ骨身を　刺つずなる　かのみど
　　　　しよさ　り児の所作として　河原の石を取り集
　　　　　　　えこう　め　それにて回向のアリャ塔を積む
　（ハ　アリャサットサー　ヨーイカノ
　ショイ）　ハ　ヤーハ　ドージャーイ
　　　　いちじゆう　一ナ　ー重積んでは父のため　二重積
　んでは母のため　三重積んではふるさ
　　　　きようだい　との　兄弟わが身の回向として　昼間
　　ひミ　リ　は一人で遊べどもイ　（ソーレヨイ
　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　あ　ソーレヨイ）　サー陽も入り相いのそ
　の時でゃ一イ　その頃に　地嶽の鬼が
　　　　　　　　　　　　　　　　しやば　現れて　ヤハレ汝ら何をするイ　沙婆
　　　　　　　　　ついぜん　に残りし父母が　追善供養も勤めずに
　　ヤハレ　サイ　ソノセージャ皆さま
　上手でやノーイ　（ソーレヨイ　ソー
　レヨイ）　ハ　ヤーハ　ドージヤーイ
　　　　　　　　　　　こなた　一ナ　ここらあたりで誰方にも　先生
　に渡すがコリャ　ドージャイ　　（ソー
　レヨイ　ソーレヨイ）
（ヤーレーサ　ソノーセーデ　お若い衆
　ア上手だいノー　アーハ　ドージャー
　　　　　さき　　　　　　　あピ　イーナ　先の先生の後つぎで　何が何
　　　　　　　　　　　や　やらわからねど　一つ演って見ましょ
　うかいノ　（ソ・一一一レヨイ　ソーレヨイ）
　　ハードージャーイーナア十七
　・八の小娘が　くすりの前掛けちゃん
　とつめヤーレーサソノセーデ若
　い衆頼むぞ一イ　（ア　ヤッチャカサ
　　ヤッチャカサー）　アードージャー
N
　イーナ　ア　十七・八の小娘が　兄は
　てぬぐい　手拭打ちかけて　アこれこれ娘よ　ど
　こへいかしゃんと問うたなら　ヤーレ
　ーサ　ソノセーデ　お若い衆ア上手だ
　いノー　（ハ　ドーシタイナ　ドーシ
　タイナイ）　ハードージャーイーナ
　むかし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しやく
　昔殿マに誘われて　隣り座敷へ酌取り
　に　ヤーレーサ　その一セーで　もう
　一・つ頼んだぞ一イ　（ハ　ヨイヤサー
　　ヨイヤサット）　ハー　ドージャー
　イーナ　唄も知らぬア芸も知らぬ　文
　　　　　　　　　　　　　　　よろし　句も知らね　そこらあたりは　宜敷く
　お願いする　ヤーレート　ソノーセー
　デ　若か衆頼んだぞ一イ　（ア　ドー
　シタイナ　ドーシタイナット）　ハー
　ドージャーイーノ　きょうしゅの口に
　　　　　　　　　　あまナこ　　　　　　　だか　と　あまつさえて　数多の小枝に鷹と
　めたヤーレーサソノーセーデお
　若い衆ア通るざいノー　（ハ　ドーシ
　タイナ　ドーシタイナト）　ハードー
　ジャーイーナ　ァー座の皆さま方ヨ
　　　　　　　　きかな　これはこの座の肴と　ヤーレーサ　ソ
　ノーセーデ　おっちらかいで踊れヨー
　イ　（ハ　ドーシタイナ　ドーシタイ
　ナト）　ハードージャーイーナ　この
　　　　　こしゆ　座の者と御酒はおあがりじゃ　ヤーレ
　　　　　　　　　　　　　　　や　一サ　ソノーセーデ　もう一つ演ろう
　だぞ一イ　（ア　ドーシタイナ　ドー
　シタイナト）　ハー　ドージャーイー
　ナ　ー座の皆さま方ヨ　出たこさ出た
　れどこの野郎が　申し上げたいけれど
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了亨子’ρみ　な　さ　ん 一†　　○、「卜・ｾこの　よ　は ρかねの ρ’博子諱@一じゃ
（実音高）二彦与『θ『o
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も　文句は忘れたこのあたり
生のお待ちかねでござります
一サ　ソノセーデ
れヨー
黒　　坂　　富　　治
先レの一
献後ヤ
ちんからかいで踊
　　　　　　　　　　　　　　あsfエードージャーイーナ　先生の後を貰
　いうけ　ヤーレーサ　ソノーセーデャ
　　皆さん頼りで一　（ア　ドーシタイ
　ナドーシタイナ）エードージャー
　イーナ　合うか合わぬか知らねども
　　　　　　　　　　　　　　7tもこ合わなきところは皆様の　袖や快にか
　くされて　ヤーレーサ　ソノーセーデ
　ャ　皆さん上手だいネー　（アードー
　シタイナ　ド・一一一シタイナト）　エード
　　　　　　　　ひt’　一ジャーイーナ　ーつには人目忍んだ
　　　　　　　　きわか　若い衆が　夜は気若に楽しんで　昼は
　　　　　　　　　　　　ふた互いに知らぬ顔　二つには二また街道
で道迷うて　石の地蔵さんに問うたな
　ら　ごろかつんぼか知らぬ顔　ヤーレ
ーサ　ソノーセーデャ　皆さん頼りで
　ヤーイ　（ハ　ドーシタイナ　ドーシ
　タイナ）　アイー　ドージャーイーナ
　　　　　　　　　　　　かね　三つには皆さんこの世は金の世じゃ
　お金のあるうちアちゃらほらとお
金が無くなりゃ切れたがる　ヤーレー
サ　ソノーセーデャその調子頼むぞ一
　イ　（ハ　ドーシタイナ　ドーシタイ
ナ）　エー　ドージャーイーナ　四つ
　　　　　　　　　しゆうこには嫁さんいじめる姑めが　いかほど
信心したかとて　神や仏は知らぬ顔
　　　　いつかしんせき五つには一家親戚友だち衆に　お金を
　　　　ゆ貸せと言うた時知らぬ顔して知らぬ
顔　ヤーレーサ　ソノーセーデ　その
調子頼むぞイ　（ハ　ドーシタイナ
ドーシタイナト）　アーイ　ドージャ
ーイーナ　六つには無学無想の無茶苦
茶者が君じゃ僕じゃとかおう言うて
　人さんに字を問われたら　いろはの
いの字も知らぬ顔　七つにはなんぼ言
うても聞かせても　息子の道楽アなお
りゃせぬ　意見する時ア知らぬ顔　ヤ
ーレーサ　ソノーセーデ　その調子頼
むぞ一イ　（ハ　ドーシタイナ　ドー
シタイナト）　ハイ　ドージャーイー
　　　　　　やたらナ　入つには矢鱈に酒飲んでぐたを巻
き　きかいの判らぬ喧嘩して　酔いが
さめたら知らぬ顔　九つにゃ国会議員
　　　　　　　いなかになりたさに　田舎のはてまで運動し
て　選挙にすべって知らぬ顔　ヤーレ
ーサ　ソノーセーデャ　がんがらがん
とはやせヨーイ　（ハ　ドーシタイナ
　ドーシタイナ）　ハイ　ドージャー
　　　　ピお　　　　　　　　　　　　　　　　くさリイーナ　十には時計を持たぬに鎖下げ
　人さんが何時と問われたら　青空眺
めて知らぬ顔　ヤーレーサ　ソノーセ
ーデ皆さん頼るで一イ　（ハ　ドーシ
タイナ　ドーシタイナト）　エードー
ジャーイーナ　上手で長いはソリャ良
いが　下手で長けりゃこの座のこうで
　ここらあたりで御先生に渡すそ一イ
　（ハ　ドーシタイナ　ドーシタイナ
ト）
　以上の演唱は柴田清範，酒井政行，
木山八重の三人であった。
④ガラテン（ガッテノカンヤ）
　「ガラテン」は県下の他地域で，「ガッテノカンヤ」の名でうたわれているものと同質である。
「ナグサマソロワセ　ガッテノカンデャーイ」とうたい出し，そのあと直ぐに難子が「ヤーサソ
ーナラヨーカノカイデャイ」と，承け取るリズムとメロデーに特長がある。　「川崎」と同じく，
詞章内容が譜誰で課刺的，部分部に段物「忠臣蔵」から断片的に引用しているほか，時代的に新
しい歌詞も見えている。音頭取り三人でうたい，曲節は古風で表現に迫力がある。
「盆踊り唄」の組曲的構成（1） 85
fナグサマ　ソロワセ　ガッテノカンヂ
　ャイ　（ヤーサ　ソーナラ　ヨーカノ
　カイデャイ）　ハイナーハイノ　わた
　し見たような三角野郎が　四角四面の
　座敷の中で　音頭取るとはコリャ　ド
　ージャイナ　ナグサマ　ソ巨ワセ　ガ
　ッテノカンデャイ　（ヤーサ　ソーナ
　ラ　ヨーカノカイヤイ）　ハイナーハ
　　　　　　　　　　　　　　　　あま　イノ　チョイトあのけ（仰げ）ば天の
　がわ　　すべ　　　　ころ　　　ひざ　　　　　きず
　川　滑って転んで膝の皮　傷のしたれ
　　　　は　ど　薬貼らない欲の皮　ナグサマ　ソ
　ロワセ　ガッテノカンデャイ　（ヤー
　サソTナラヨーカノカンヤイ）
　　　　　　　　　　　　　　　　いたち　ハイナーハイノ　きちきち鳴るのは馳
　の皮か　ごうごうと鳴るのは常願寺川
　か　熊もおらねど熊野川　ナグサマ
　ソロワセ　ガッテノカンデャイ　（ヤ
　ーサ　ソーナラ　ヨーカノカイヤイ）
　　ハイナーハイナ　下手な音頭の長い
のと　猫の顔の長いのは　こらまた見
　っとくなものではござります　ナグサ
　マ　ソロワセ　ガッテノカンデャイ
　（ヤーサ　ソーナラ　ヨーカノカンヤ
　イ）　ハイナーハイノ　嫁さんの朝寝
　　　　　　　　　　　　　　　　しゆうの長いのも　コリャまたドージャ　姑
　と婆さんの小言の長いのも見っともな
　いものじゃ　ア　ナグサマ　ソロワセ
　　ガッテノカンデャイ　（ヤーサ　ソ
　ーナラ　ヨーカノカンヤイ）　ハイナ
　　　　　　　　　　　　　　　や　一ハイノ　ハ　まだまだ文句は演りた
　　　おんじよう　　　　　　　　　　からだいが　音声続かぬ私の身体　どなた様
にもコリャ　ドージャイナ　先生に渡
すが　ガッテノカンデャイ　（ヤーサ
ソーナラ　ヨL－一一カノカンヤイ）
　　　　　　　　　　がだナーハンハイノ　若い方よコリャ
レ　ドーデヤイ　（ソーレヨイ
レヨイ）　ナンサマ　ソロワセ
テノカンデャイ　（ヤーサ
ノ　ヨーカノカンデャイ）
　　　　　　　　　せかいよ　　　きがハイノー
　　　　　　　　た　親は道楽子は金溜める
ハイ
　コ
　　 　　　　　ソーアヤ
　　　　　　　　アイナー
いまのイ世界世は逆さまで
　　　　　　　石が流れる
ソー
ガッ
v－“
木の葉が沈む　ナンサマ　ソロワセ
ガラテンノカンデャイ　（ヤーサ　ソ
ーナラ　ヨーカノカンヤイ）　アイナ
　　　　　　　　がナこ一ハイノー　若い方よコリャ　コレ
　　　　　　　　　　　　　さ　よ　ちこるドーデャイノ　忍ぶ身で鳴く小夜千鳥
　送り迷うたコリャ先生方イノ　（ソ
ーレヨイ　ソーレヨイ）　そこで迷う
た身の上と　お軽ア知らんの　コーと
れど一るに　おれにいりこむ平右衛門
でゃ　あねでないかいコリャ先生方イ
ノ　　（ソ・一一・レヨイ　ソーレヨイ）　ヤ
ーレーサ　ソノーセーデャ　ガッテノ
カンヤ
　　　　　　　　　めようミfハイヤーハイノ　夫婦でないかイ兄さ
　まか　はずかし所で会いました　顔を
　隠せば苦しくないエ　ナンサマ　ソ
　Ptワセ　ガッテノカンデャイ　（ヤー
　サソーナラヨーカノカンヤイ）
　ハイヤーハイノ　国の様子をば残らず
　聞きました　お前も夫がために　おし
　ゅのためか　よく身を売られ　ナンサ
　マ　ソロワセ　ガッテノカンデャイ
　（ヤーリャ　ソーナモ　ヨーカノカン
　　　　　　　　　　　　　　　で　ジヤイ）ハイヤーハイノ　よう出かし
　　で　た出かした　そのように思うてなった
下さんすりゃ　わしもうれしく思いま
　す（ヤーサソーダモヨーカノカ
　イデャイ）　ハイヤーハイノー　した
がありさんよろこんでと　下しゃんせ
　　　　　　　　こよい　　　　　　　　　　　い　　思いがけない今杳のうち　うけ出だ
　されるはずじゃいな　ナンサマ　ソロ
　ワセ　ガッテノカンブクロィ　（ヤー
　サ　ソーダノ　ヨーカノカンデャイ）
　ハイヤーハイノー　よろこんで下し
　ゃぬせ　お前もご存じの　アノ大星由
良之助に　うけ出されるはずじゃいな
　　なに由良之助殿に　うけ出されると
　　　　　　　　　　　　　　　なじみ　　オオそれかまた　したじからの馴染
かい　なのなぜみるガッテノカンデャ
　イ　（ヤーサ　ソーダノ　ヨーカノカ
治出口田坂黒86
岡本正信　演唱
黒坂富治　採譜
「ガラテン（ガッテノカンデャイ）」
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ンデャイ）　ハイヤーハイノ　お酒の
相手に二三度ばかりなりました　その
あとで　じゃらじゃらじゃっとじゃら
つき出し　つい顔見たが　ガッテノカ
ンヤイ　（ヤL－一一サ　ソーダモ　ヨーカ
ノカンデャイ）　ハイヤーハイノー
滑って転んで膝の皮　ナンサマ　ソロ
ワセ　ガッテノカンデャイ　（ヤーサ
　ソーダモ　ヨーカモカンデャイ）
ハイヤーハイノ　チョイあのけば天の
　　　　　　　　　　　　　　やく川　滑って転んで膝の皮　こう薬つけ
ない欲の皮　それに貼る奴ア猫の皮
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（ヤーサ　ソs－・一一ダモヨーカノ　カンデ
ャイ）　ハイヤーハイノ　ででどこで
　　　　　　　　　　　　　まんと鳴るのは太鼓の皮　おん馬の皮で
ござります　ナンサマ　ソPワセ　ガ
ッテノカンデャイ　（ヤーサ　ソーダ
ノ　ヨーカノカンデャイ）　アラ　こ
こらあたりで御先生に渡すが　ガッテ
ノカンカイ　（ヤーサ　ソー一一ダノ）
　以上の演唱は岡本正信，北村政太郎，
水原庄太郎の三氏である。
